
 
 

 
大型ステンドグラスを設置しました 

 
  

１ 大型ステンドグラスの設置 

広島高速交通株式会社では、アスト

ラムライン本通（ほんどおり）駅の構内

に大型ステンドグラスを設置し、令和

２年 2月 29日に除幕式を行いました。 

このステンドグラスは、パブリック

アートを通じて芸術に慣れ親しむこと

により、ゆとりや潤いのある社会の実現

を目的に、公益財団法人日本交通文化協

会が進めてきた、パブリックアート普及・

振興事業の542作品目となります。 

作品の制作では、広島市出身で「この世界

の片隅に」などで知られる人気漫画家の

こうの史代氏が原画・監修を務め、代表

作の一つ「夕凪の街 桜の国」をモチーフに、

一般財団法人日本宝くじ協会の「社会貢

献広報事業」の助成を受け、「クレアーレ

熱海ゆがわら工房」にて制作されました。 

LED 内蔵で、サイズは約 20 ㎡（縦

2.8m×横 7.0m）、約 80 色・計 1,400

ピースのガラスを組み合わせ制作され、

温かいタッチと色使いで光に映え、平和の尊

さを伝えようとするこうの氏の思いが表現さ

れ、駅の利用者はもとより、広島の人々、国内

外からの来訪者の心に潤いと安らぎを与え、

原爆ドームや平和記念公園の最寄り駅である

本通駅にふさわしい作品となりました。 

                       

                

🄫こうの史代／双葉社 

２ 完成披露除幕式 

  2 月 29 日の除幕式典には、広島市長を

はじめ関係者の手で除幕が行われ、美し 

 

 

いステンドクラスが現れると見学の皆

さんから歓声が上がり、除幕式後には、

多くの方々が作品と記念撮影をされて

いました。 

 

 

 

 （除幕式の様子または 

  ステンドグラスの写真） 

 

 
 
 

 

３ アストラムラインについて 

アストラムラインは、広島市中区の本通駅

から、広域公園前駅（修道大学前）までを繋ぐ

広島市の新交通システム路線です（正式名称

は「広島新交通１号線」）。明日（アス）と電車

を意味する「トラム」、路線を意味する「ライ

ン」を合わせて「アストラムライン」という愛

称で呼ばれています。 
 

 
広島都市圏内の北西部では、昭和40年代

から人口が急増し、深刻な交通問題が生じて

いました。これを解消しようと、5年5ヶ月

の建設期間を経て、平成6年8月に開業しま

した。営業キロは18.4ｋｍ（22駅）、最高速

度は6０km/hで、ワンマン運転で運行してい

ます。     

（問い合わせ）  

広島高速交通 総務課 

電話 082-830-3145 

広島高速交通株式会社 

 


